
調査の概要

　元立北遺跡は、最上川の支流である羽黒川右岸の後背

湿地上に位置し、現況は田園が広がっている。標高は約

240mを測る。平成 27年度に発見・登録された遺跡で、

遺跡範囲は南北約 40ｍ、東西約 60ｍを測る。

遺構と遺物

　調査区は事業区域の東側に位置し、調査対象範囲は南

北約 40 ｍ、東西約 30 ｍの台形状を呈する。遺構検出

面は表土下約 30～ 40cmで確認された。

　確認された遺構・遺物の年代は主に古墳時代である。

僅かに縄文時代、奈良・平安時代の遺構・遺物も確認さ

れている。調査区は竪穴住居跡２棟と河川跡で、調査区

の約半分の面積を占めている状況で、残りの半分では小

規模な溝跡や土坑、柱穴等が広く分布している。

　調査区中央部で検出された ST51 竪穴住居跡は大型

の住居で約 8.1 × 7.6 ｍの方形を呈し、深さは約 20 ～

30cmを測る。カマドは南辺に位置する。東側に位置す

る ST60 竪穴住居跡は、調査区外へ延び全体は把握でき
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　遺跡位置図（1：50,000）

　図１　遺構配置図（S＝ 1/400）
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ないが、ST51 竪穴住居跡に比べ規模が小さいものの、

主軸方向は類似している。ST51 竪穴住居内の床面には

炭化した木材が中央から放射状に横たわる状況や焼土が

確認されることから、火災のため焼け落ちた焼失住居と

推測される。

　出土遺物は２点の須恵器ハソウが注目される。陶
すえむら

邑窯

跡群（大阪府堺市）の産出と思われるが定かではない。

形状は共に陶邑編年の TK23（古墳時代中期後半：５世

紀後半）に相当する。また口縁部から頸部にかけて、意

図的に打ち欠いたような割れ方を呈している。土師器の

器種には坏・甕・壺・甑
こしき

が確認されている。僅かではあ

るが黒色土器（土師器坏）の出土もあり、須恵器ハソウ

の年代と相違ない様相である。他に、石製模
もぞうひん

造品や大型

の砥石、鉄
てっさい

滓等も出土している。

　SG １河川跡は調査区南西部に位置する。調査区南側

から北西方向へ蛇行しながら流れている。最大幅約 7.2

ｍ、深さ約 60～ 80cmを測る。河川跡からは縄文時代、

古墳時代、奈良・平安時代の遺物が出土している。

　河川跡出土の縄文時代の出土遺物は、縄文土器の破片

資料のみで、全体を把握できる資料は皆無である。器種

は深鉢・鉢があり、年代は晩期（後葉）である。古墳時

代については、ST51 竪穴住居跡の年代と同様、中期頃

の土師器と４点の石製模造品が出土している。石材は緑

色片岩であろう。形状は２つの穿孔を有することから、

鏡を模造したものと推測される。ST51 竪穴住居跡で出

土した石製模造品も同じ形状を呈する。奈良・平安時代

については、時期幅のある年代の土師器・須恵器が出土

している。

まとめ　

　今回の調査では、古墳時代中期頃の集落跡を確認した。

西側に位置する馳
はせがみ

上遺跡でも同時期の集落が営まれてお

り、広く同じ集落域と考えることもできるが、今後詳し

い検討が必要である。ST51 竪穴住居跡からは他地域と

の交流を示す須恵器ハソウ、並びに石製模造品、大型の

砥石、鉄滓など多種にわたる遺物が出土している。一般

的な住居とは異なり、工房などの施設利用が考えられる

だろう。また、縄文時代、奈良・平安時代の遺物を確認

できたことで、当遺跡または周辺に集落跡が存在してい

たことが推測される。

　写真４　石製模造品（ST51 竪穴住居跡）

　写真３　須恵器ハソウ出土状況（ST51 竪穴住居跡）

　写真２　ST51 竪穴住居跡完掘状況（西から）

　写真１　調査区全景（東から）
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